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(百万円未満切捨て)

１．2024年２月期第３四半期の連結業績（2023年３月１日～2023年11月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年２月期第３四半期 2,251 14.6 157 - 181 - 124 -

2023年２月期第３四半期 1,965 - △21 - △2 - △69 -
(注) 包括利益 2024年２月期第３四半期 △401百万円( -％) 2023年２月期第３四半期 △82百万円( -％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年２月期第３四半期 10.24 -

2023年２月期第３四半期 △5.71 -
　

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を前第１四半期連結会計期間の期
首から適用しており、2023年２月期第３四半期については対前年同四半期増減率を記載しておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年２月期第３四半期 23,442 10,162 43.3

2023年２月期 24,256 10,624 43.8
(参考) 自己資本 2024年２月期第３四半期 10,162百万円 2023年２月期 10,624百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年２月期 - 0.00 - 5.00 5.00

2024年２月期 - 0.00 -

2024年２月期(予想) 5.00 5.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　

　

　

３．2024年２月期の連結業績予想（2023年３月１日～2024年２月29日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,043 12.6 180 - 202 - 137 - 11.33
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 -社 、除外 -社
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2024年２月期３Ｑ 12,170,000株 2023年２月期 12,170,000株

② 期末自己株式数 2024年２月期３Ｑ 50,306株 2023年２月期 50,199株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年２月期３Ｑ 12,119,780株 2023年２月期３Ｑ 12,119,891株

　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績等は今後様々な

要因によって予想数値と異なる場合があります。なお、業績予想に関する事項につきましては、添付資料２ページ

「(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用や所得環境が持ち直し、企業収益に改善が見られる一方

で、物価上昇等の影響に十分注意する必要がある等、景気の先行きは依然として不透明な状況で推移いたしました。

このような情勢のもと、当社グループはコロナ後の顧客ニーズに対応すべくグループ一体となって経営改善に取り

組み、各事業において業績の向上に務めました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は2,251,844千円(前年同四半期比14.6％増)、営業利益は

157,601千円(前年同四半期は営業損失21,753千円)、経常利益は181,502千円(前年同四半期は経常損失2,900千円)と

なりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、連結子会社が固定資産売却益10,344千円を計上したこと等から

124,109千円(前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失69,239千円)となりました。

これをセグメント別にみると、不動産賃貸事業については、売上高は1,428,504千円(前年同四半期比2.3％増)、セ

グメント利益は552,009千円(前年同四半期比8.5％増)となりました。

食堂・飲食事業については、売上高は412,602千円(前年同四半期比53.7％増)、セグメント損失は28,337千円(前年

同四半期はセグメント損失82,671千円)となりました。

売店事業については、売上高は410,736千円(前年同四半期比36.4％増)、セグメント利益は30,934千円(前年同四半

期はセグメント損失46,313千円)となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ813,957千円減少し23,442,902千円とな

りました。

(資産)

流動資産は、前連結会計年度末に比べ302,501千円増加し1,936,246千円となりました。主な要因は、現金及び

預金の増加289,175千円及び売掛金の増加10,500千円であります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ1,116,458千円減少し21,506,655千円となりました。主な要因は、有形固

定資産の減価償却等による減少336,555千円及び投資有価証券の時価評価による減少757,622千円であります。

(負債)

流動負債は、前連結会計年度末に比べ94,261千円増加し866,293千円となりました。主な要因は、未払金の増加

74,035千円、買掛金の増加22,478千円であります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べ445,571千円減少し12,414,475千円となりました。主な要因は、流動負債

に振替えたことによる長期前受金の減少219,607千円、投資有価証券を時価評価したこと等による繰延税金負債の

減少231,013千円であります。

(純資産)

純資産は、前連結会計年度末に比べ462,647千円減少し10,162,134千円となりました。主な要因は、その他有価

証券評価差額金の減少525,649千円及び利益剰余金の増加63,510千円であります。

なお、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ0.5％減少し43.3％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2023年４月13日に発表した業績予想を変更しておりません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,507,023 1,796,198

売掛金 38,907 49,407

棚卸資産 29,578 36,864

その他 58,235 53,776

流動資産合計 1,633,745 1,936,246

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,746,534 7,424,501

土地 6,211,109 6,203,010

その他（純額） 77,719 71,295

有形固定資産合計 14,035,362 13,698,807

無形固定資産

借地権 2,613,299 2,613,299

施設利用権 5,368 4,551

ソフトウエア 16,069 12,781

無形固定資産合計 2,634,737 2,630,631

投資その他の資産

投資有価証券 5,469,254 4,711,632

長期前払費用 396,371 384,649

その他 87,388 80,934

投資その他の資産合計 5,953,014 5,177,216

固定資産合計 22,623,114 21,506,655

資産合計 24,256,859 23,442,902
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年11月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 115,156 137,634

未払金 97,461 171,497

未払法人税等 71,206 34,403

前受金 399,945 417,515

賞与引当金 18,228 4,696

その他 70,033 100,545

流動負債合計 772,031 866,293

固定負債

長期未払金 98,490 98,490

長期前受金 11,443,161 11,223,554

繰延税金負債 1,149,883 918,870

退職給付に係る負債 82,690 90,189

長期預り保証金 85,821 83,371

固定負債合計 12,860,046 12,414,475

負債合計 13,632,078 13,280,768

純資産の部

株主資本

資本金 2,365,180 2,365,180

資本剰余金 3,264,975 3,264,975

利益剰余金 3,548,045 3,611,556

自己株式 △222,650 △223,158

株主資本合計 8,955,550 9,018,552

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,669,231 1,143,581

その他の包括利益累計額合計 1,669,231 1,143,581

純資産合計 10,624,781 10,162,134

負債純資産合計 24,256,859 23,442,902
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2022年３月１日
　至 2022年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年３月１日
　至 2023年11月30日)

売上高 1,965,437 2,251,844

売上原価 1,560,678 1,669,041

売上総利益 404,758 582,802

販売費及び一般管理費

人件費 275,238 263,845

賞与引当金繰入額 3,299 2,916

退職給付費用 5,518 5,510

租税公課 23,081 23,779

減価償却費 2,374 2,362

その他 116,999 126,787

販売費及び一般管理費合計 426,512 425,201

営業利益又は営業損失（△） △21,753 157,601

営業外収益

受取利息 9 6

受取配当金 2,038 16,619

受取保険金 12,520 -

助成金収入 1,871 420

その他 5,171 7,284

営業外収益合計 21,611 24,330

営業外費用

固定資産除却損 2,405 -

その他 353 429

営業外費用合計 2,759 429

経常利益又は経常損失（△） △2,900 181,502

特別利益

固定資産売却益 - 10,344

特別利益合計 - 10,344

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△2,900 191,847

法人税、住民税及び事業税 59,607 66,778

法人税等調整額 6,731 959

法人税等合計 66,338 67,738

四半期純利益又は四半期純損失（△） △69,239 124,109

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△69,239 124,109

四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2022年３月１日
　至 2022年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年３月１日
　至 2023年11月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △69,239 124,109

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △13,384 △525,649

その他の包括利益合計 △13,384 △525,649

四半期包括利益 △82,623 △401,540

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △82,623 △401,540
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-

２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適

用することといたしました。なお、当第３四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に与える影響はありませ

ん。

（表示方法の変更）

（四半期連結損益計算書関係）

従来、不動産賃貸事業において主に顧客対応に従事している部門の人件費は「売上原価」に表示しておりまし

たが、当社グループの事業活動の実態をより適切に表示するため、第１四半期連結会計期間より「販売費及び一

般管理費」に含めて表示する方法に変更しております。この結果、前第３四半期連結累計期間の四半期連結損益

計算書において「売上原価」に含めておりました「人件費」19,145千円は、「販売費及び一般管理費」の「人件

費」、「賞与引当金繰入額」、「退職給付費用」、「その他」に組替えております。

また、本社事務所に係る諸経費を建物全体に占める事務所の面積比率を用いて「販売費及び一般管理費」に表

示しておりましたが、重要性に乏しいため、第１四半期連結会計期間より「売上原価」に含めて表示する方法に

変更しております。この結果、前第３四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書において「販売費及び一般管

理費」の「租税公課」、「減価償却費」、「その他」に含めておりました本社事務所に係る経費4,317千円は、

「売上原価」に組替えております。

なお、セグメント情報に与える影響については、（セグメント情報等）に記載しております。

（追加情報）

（グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱いの適用）

　当社及び連結子会社は、第１四半期連結会計期間より、単体納税制度からグループ通算制度へ移行しておりま

す。これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示については、「グループ通算制度

を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号 2021年８月12日）に従っておりま

す。
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（セグメント情報等）

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

（表示方法の変更）に記載のとおり、不動産賃貸事業において主に顧客対応に従事している部門の人件費は不動
産賃貸事業の「売上原価」に表示しておりましたが、第１四半期連結会計期間より、全社費用である「販売費及び
一般管理費」に含めて表示する方法に変更しております。また、本社事務所に係る諸経費を建物全体に占める事務
所の面積比率を用いて「販売費及び一般管理費」に表示しておりましたが、第１四半期連結会計期間より「売上原
価」に含めて表示する方法に変更しております。
この結果、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報については、表示方法の変更を反映させるため組替えを

行っており、従来の方法に比べて、不動産賃貸事業のセグメント利益が14,828千円増加し、調整額が同額減少して
おります。

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2022年３月１日 至 2022年11月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

不動産
賃貸事業

食堂・飲食
事業

売店事業 計

売上高

一時点で移転される財又はサービス - 268,492 301,234 569,726 - 569,726

一定期間にわたり移転される財又はサ
ービス

14,162 - - 14,162 - 14,162

顧客との契約から生じる収益 14,162 268,492 301,234 583,889 - 583,889

その他の収益(注)３ 1,381,548 - - 1,381,548 - 1,381,548

外部顧客への売上高 1,395,710 268,492 301,234 1,965,437 - 1,965,437

セグメント間の内部売上高
又は振替高

94,975 667 1,022 96,665 △96,665 -

計 1,490,685 269,159 302,256 2,062,102 △96,665 1,965,437

セグメント利益又は損失(△) 508,986 △82,671 △46,313 380,001 △401,754 △21,753

(注)１ セグメント利益又は損失(△)の調整額 △401,754千円は、セグメント間取引消去△14,342千円、各報告セグ
メントに配分していない全社費用△387,411千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない
一般管理費であります。

２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失(△)と調整を行っております。
３ その他の収益は、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号 2007年３月30日）に基づく賃貸
収入等であります。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2023年３月１日 至 2023年11月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

不動産
賃貸事業

食堂・飲食
事業

売店事業 計

売上高

一時点で移転される財又はサービス - 412,602 410,736 823,339 - 823,339

一定期間にわたり移転される財又はサ
ービス

45,320 - - 45,320 - 45,320

顧客との契約から生じる収益 45,320 412,602 410,736 868,659 - 868,659

その他の収益(注)３ 1,383,184 - - 1,383,184 - 1,383,184

外部顧客への売上高 1,428,504 412,602 410,736 2,251,844 - 2,251,844

セグメント間の内部売上高
又は振替高

97,370 827 969 99,167 △99,167 -

計 1,525,875 413,429 411,706 2,351,011 △99,167 2,251,844

セグメント利益又は損失(△) 552,009 △28,337 30,934 554,606 △397,004 157,601

(注)１ セグメント利益又は損失(△)の調整額 △397,004千円は、セグメント間取引消去△14,459千円、各報告セグ
メントに配分していない全社費用△382,545千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない
一般管理費であります。

２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
３ その他の収益は、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号 2007年３月30日）に基づく賃貸
収入等であります。

　


